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天塩川魚類生息環境保全について
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天塩川流域に生息する魚類天塩川流域に生息する魚類1

科種数 確 認 種 備 考

※1

天塩川上・中流域
8科19種

カワヤツメ着、スナヤツメ特、ギンブナ、ヤチウグイ特、モツゴ
外、エゾウグイ特、ウグイ、ドジョウ外、フクドジョウ、ワカサ
ギ着、サケ着、サクラマス（ヤマメ）特着、ニジマス外、イバラ
トミヨ特着、トミヨ着、ハナカジカ特着、ウキゴリ、トウヨシノ
ボリ、ヌマチチブ

科種名は河川水辺の国勢調査
の最新2回分（平成6年～平成
15年）の調査結果による。

※2

天塩川下流域 11科34種

カワヤツメ着、スナヤツメ特、ニシン、ギンブナ、ゲンゴロウ
ブナ外、コイ外、マルタ特、モツゴ外、ヤチウグイ特、エゾウグ
イ特、ウグイ、ボラ、ドジョウ外、フクドジョウ、ワカサギ着、
アメマス、イトウ特着、サケ着、サクラマス（ヤマメ）特着、ニ
ジマス外、イトヨ特、イバラトミヨ特着、トミヨ着、エゾトミヨ特
着、ハナカジカ特着、アシシロハゼ、ビリンゴ、ジュズカケハゼ、
シマウキゴリ、ウキゴリ、ミミズハゼ特、トウヨシノボリ、ヌ
マチチブ、ヌマガレイ

科種名は河川水辺の国勢調査
の最新2回分（平成6年～平成
15年）の調査結果による。

※3

岩尾内ダム周辺 5科11種

ギンブナ、コイ外、エゾウグイ特、ウグイ、フクドジョウ、ワ
カサギ着、アメマス、サクラマス（ヤマメ）特着、ニジマス外、
ブラウントラウト外、ハナカジカ特着

科種名は河川水辺の国勢調査
の最新2回分（平成8年～平成
13年）の調査結果による。

※4

サンルダム予定地
周辺

7科15種

カワヤツメ着、スナヤツメ特、ギンブナ、ヤチウグイ特、エゾウ
グイ特、ウグイ、ドジョウ外、フクドジョウ、アメマス、サク
ラマス（ヤマメ）特着、ニジマス外、トミヨ特着、ハナカジカ特着、
ウキゴリ、ヨシノボリ属の1種

調査区域は湛水予定区域及び
その周辺区域、ダム下流の区
域等である。

※1 上記は岩尾内ダム下流より問寒別川合流部までの天塩川及び名寄川における河川水辺の国勢調査の調査結果による。

※2 上記は問寒別川合流部より下流の天塩川及び問寒別川における河川水辺の国勢調査の調査結果による。

※3 上記は岩尾内ダム周辺における河川水辺の国勢調査結果による。

※4 上記はサンルダム建設事業に係る平成元年～平成15年までの既往調査結果による。

※5 特：環境省及び北海道レッドデータブック等の記載種、着：着目種（天塩川水系流域において着目または留意すべき生物・

生息地など）、外：リバーフロント整備センター外来種目録及びブルーリストの記載種を示す。

1

1



天塩川本川及び名寄川においては、天塩川本川及び名寄川においては、本川本川77箇所、名寄川箇所、名寄川44箇所箇所の頭首の頭首
工・堰が存在工・堰が存在。。そのうちのそのうちの本川本川33箇所、名寄川箇所、名寄川44箇所に魚道が設置箇所に魚道が設置。。

サケ

真勲別頭首工

魚 道

天塩川第一頭首工

魚 道

サクラマス

2 天塩川本川及び名寄川における魚類の移動経路の現状天塩川本川及び名寄川における魚類の移動経路の現状
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構造 魚道 摘要

① 風連20線堰堤 可動 × 上川支庁にて検討中

② 天塩川第2頭首工 可動 ●

③ 下士別頭首工 可動 ● H18整備

④ 天塩川第1頭首工 可動 ● H19改良中

⑤ 剣和頭首工 可動 × H19整備予定

⑥ 士別川頭首工 可動 × H19整備予定

⑦ 東士別頭首工 可動 × H19整備予定

⑧ 真勲別頭首工 可動 ●

⑨ 上名寄頭首工 可動 ●

⑩ 名寄川頭首工 可動 ●

⑪ 川向頭首工 固定 ●

施設名

天
塩
川

名
寄
川



3 天塩川本川における各頭首工及び魚道の諸元等天塩川本川における各頭首工及び魚道の諸元等

4.5m

2.4m

3.0m

隔壁

間隔

H19整備
予定

H19整備
予定

H19整備
予定

上川支
庁にて
検討中

⑦

⑥

⑤

④

③

②

①

5/1～
8/29

5/1～
8/29

5/1～
8/29

5/1～
8/29

5/1～
8/29

11/20～
3/31

5/1～
8/29

5/1～
8/30

取水

期間

1.05m

0.7m

0.9m

隔壁高

0.15m

0.10m

0.15m

隔壁

落差

1/11

1/10

1/9

勾配

20.2m

30.4m

32.2m

延長

2.0m

2.0m

3.0m

幅

階段式

アイスハー

バー型＋

バーティカ

ルスロット

型

階段式

（増水時には遡上可能）

形式

な
し

な
し

な
し

有
り

有
り

有
り

な
し

魚
道

洪水吐

0.9m

土砂吐

1.9m

洪水吐

1.45m

土砂吐

2.52m

洪水吐

1.9m

土砂吐

2.4m

洪水吐

1.60m

土砂吐

2.10m

洪水吐

1.85m

2.15m

土砂吐

2.55m

洪水吐

2.50m

洪水吐

1.00m

ゲート

落差

63.5m士別川頭首工

73.8m剣和頭首工

H19

改良中

（S56

設置）

83.0m天塩川第1頭首工

堰長 設置

年度

風連20線堰堤 76.0m

天塩川第2頭首工 82.0m H4設置

下士別頭首工 74.5m H18整備

東士別頭首工 55.8m
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4 天塩川本川における各頭首工及び魚道の状況天塩川本川における各頭首工及び魚道の状況

風連風連2020線堰堤線堰堤 天塩川第天塩川第22頭首工頭首工

下士別頭首工下士別頭首工 天塩川第天塩川第11頭首工頭首工

剣和頭首工剣和頭首工 士別川頭首工士別川頭首工 東士別頭首工東士別頭首工
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5 名寄川における各頭首工及び魚道の諸元等名寄川における各頭首工及び魚道の諸元等

－

2.50m

2.50m

3.17m

隔壁

間隔

⑪

⑩

⑨

⑧ S61

設置

0.9m0.15m1/1721.4m2.8m

5/1～
8/31

5/1～
8/31

12/1
～
3/31

5/1～
8/31

通年

取水

期間

0.8m

0.5m

0.9m

隔壁高

0.80m

0.25m

0.40m

隔壁

落差

1/3

1/14

1/9

勾配

2.5m

39.4m

19.0m

延長

4.0m

2.0m

1.5m

幅

固定堰（切欠

有り）

アイスハー

バー型

階段式

階段式

形式

有
り

有
り

有
り

有

り

魚
道

洪水吐

1.50m
土砂吐

0.80m

洪水吐

1.30m
土砂吐

2.40m

洪水吐

1.55m
土砂吐

2.05m

洪水吐

2.20m

ゲート

落差

T14
設置

42.0m川向取水堰

堰長 設置
年度

真勲別頭首工 80.0m

上名寄頭首工 75.0m H2

設置

名寄川頭首工 48.5m H7

設置
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6 名寄川における各頭首工及び魚道の状況名寄川における各頭首工及び魚道の状況

真勲別頭首工真勲別頭首工 上名寄頭首工上名寄頭首工

名寄川頭首工名寄川頭首工 川向取水堰川向取水堰
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7

A A’

天塩川水系における頭首工・堰等の設置状況とサクラマスの産卵可能域の分布状況①天塩川水系における頭首工・堰等の設置状況とサクラマスの産卵可能域の分布状況①

サロベツ川

下エベコロベツ川

ロクシナイ川

パンケオート
マップ川

ヌプカナイ川

パンケナイ川

ケナシポロ川

ヌカナン川

コクネップ川

ルベシベ川

ペンケサックル川

音威子府川
お と い ね っぷ

雄信内川
おのぶない

東雄信内川
ひがしおのぶない

問寒別川
といかんべつ

物満内川
もの ま ない

志文内川
し ぶん ない

7
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8

A A’

天塩川水系における頭首工・堰等の設置状況とサクラマスの産卵可能域の分布状況②天塩川水系における頭首工・堰等の設置状況とサクラマスの産卵可能域の分布状況②

ワッカウエンベツ川

ウルベシ川

ペンケニウプ川

下川パンケ川

シカリベツ川

モサンル川

ペンケヌカナンプ川

オグルマナイ川

松ノ川

下川ペンケ川

新タヨロマ川

サンル川

安平志内川
あ べ し な い

智恵文川
ち え ぶ ん

風連別川
ふうれんべつ

犬牛別川
いぬうしべつ

辺乙部川
ぺ おっぺ

剣淵川
けんぶち

美深パンケ川
びふか

刈分川
かりわけ

西内大部川
にしないだいぶ

名寄川
なよろ
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天塩川流域の河川横断工作物等について

河川延長３．５㎞を超える418のうち206河川について、産卵可能
域を現地調査した結果、94河川166箇所で魚道なし（遡上困難）
と判定された。

平成18年7月現在

9

砂防・治山ダム ２０箇所

床固工・落差工・護床工 １０１箇所

頭首工 １２箇所

貯水池 １２箇所

その他 ２１箇所

合計 １６６箇所

9
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10

●調査年月：H17年11月 ●調査箇所：41河川 41箇所

天塩川流域におけるサクラマス幼魚の生息密度①

10

問寒別川 0.25

ﾊﾟﾝｹｵｰﾄﾏｯﾌﾟ川 0.16

サロベツ川 0.01

幌 加 川 0.000

ｹﾅｼﾎﾟﾛ川 0.02

ﾇﾌﾟｶﾅｲ川 0.01

ﾊﾟﾝｹﾅｲ川 0.30

音威子府川 0.03

物満内川 0.17

ﾍﾟﾝｹｻｯｸﾙ川 0.04 松 ノ 川 0.13ｵｸﾞﾙﾏﾅｲ川 0.03

美深ﾊﾟﾝｹ川 0.03

ﾍﾟﾝｹﾆｳﾌﾟ川 0.03

モサンル川 0.05

ｼｶﾘﾍﾞﾂ川 0.01
名 寄 川 0.001

下川ﾊﾟﾝｹ川 0.06

下川ﾍﾟﾝｹ川 0.03

西内大部川 0.01

ﾍﾟﾝｹﾇｶﾝﾌﾟ川 0.000

剣 淵 川 0.04

辺乙部川 0.01

刈 分 川 0.20

犬牛別川 0.01

新ﾀﾖﾛﾏ川 0.06

風連別川 0.05

智恵文川 0.27

ウルベシ川 0.17

安平志内川 0.08

ﾜｯｶｳｴﾝﾍﾞﾂ川 0.03

志文内川 0.13

ルベシベ川 0.35

ﾛｸｼﾅｲ川 0.01

ｺｸﾈｯﾌﾟ川 0.35

雄信内川 0.05

清 明 川 0.000

下ｴﾍﾞｺﾛﾍﾞﾂ川 0.01

ヌカナン川 0.03

東雄信内川 0.06

産卵可能域

凡　　　例

※値は生息密度 単位：尾／m2

サンル川 0.04
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●調査年月：H18年6月 ●調査箇所：43河川 151箇所

天塩川流域におけるサクラマス幼魚の生息密度②-1

パンケナイ川

【37】0.07
【38】0.04
【39】0.05
【40】0.04

問寒別川

【20】0.27
【21】0.54
【22】0.52
【23】0.20

ヌプカナイ川

【27】0.02
【28】0.10
【29】0.05

ヌカナン川

【24】0.08
【25】0.15
【26】0.14

オグルマナイ川

【70】0.07
【71】0.06

志文内川

【48】0.16
【49】0.22
【50】0.39
【51】0.27

6464
6565
6666

6767

6868
6969

7070

7171
5555

5656

575758585959

4848

4949

5050

5151

4141 4242

4343

5252
5353 5454

4444
4545
46464747

3434
3535
3636

1717
1818
1919

1414

1515

1616

11

22

33

2424

25252626

1111

1212

1313

3030

3131
32323333

77

88

99

1010

44

55
66

2020

2121

2222

2323

2727

2828
2929

3737

3838

393940
40

606061
616262

6363

凡 例

その他の河川 産卵可能域

代表河川 産卵可能域

※値は生息密度 単位：尾／m2

11

サロベツ川

【4】0.16
【5】0.13
【6】0.11

下エベコロベツ川

【7】0.05
【8】0.19
【9】0.02
【10】0.07

パンケオートマップ川

【11】0.09
【12】0.44
【13】0.25

東雄信内川

【17】0.04
【18】0.07
【19】0.15

コクネップ川

【34】0.10
【35】0.01
【36】0.00

ロクシナイ川

【1】0.00
【2】0.00
【3】0.01

ルベシベ川

【44】0.22
【45】0.06
【46】0.00
【47】0.00

雄信内川

【14】0.10
【15】0.20
【16】0.10

音威子府川

【60】0.12
【61】0.28
【62】0.80
【63】0.24

物満内川

【55】0.09
【56】0.06
【57】0.10
【58】0.00
【59】0.00

11

ケナシポロ川

【30】0.06
【31】0.04
【32】0.24
【33】0.06

A

A’

ペンケサックル川

【64】0.19
【65】0.05
【66】0.00
【67】0.00
【68】0.00
【69】0.00

安平志内川

【41】0.10
【42】0.06
【43】0.16

ワッカウエンベツ川

【52】0.01
【53】0.03
【54】0.02
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●調査年月：H18年6月 ●調査箇所：43河川 151箇所

天塩川流域におけるサクラマス幼魚の生息密度②-2

凡 例

その他の河川 産卵可能域

代表河川 産卵可能域

※値は生息密度 単位：尾／m2

一の沢川

【104】0.68
【105】0.12
【106】0.28
【107】1.08

7575

7676 7777

8181

8282

8383

7272

7373

7474

7878

7979

8080

114114

108108
109109

110110
111111

112112
113113

104104105105
106106107107

8888

8989

9090

103103

102102
101101

100100
9999

9898

9797

9696

9595

126126

127127128128

129129

8484
8585

8686

8787

115115116116
117117

122122

123123

124124125125

118118
119119

120120

121121

9191 9292
9393

9494

130130

131131

148148

149149

150150

151151

144144
145145

146146
147147

132132

133133

138138

139139
140140

134134

135135

141141

142142

143143

136136

137137

12

松ノ川

【88】0.62
【89】1.70
【90】0.00

剣淵川

【134】0.11
【135】0.02

下川パンケ川

【91】0.16
【92】0.05
【93】0.01
【94】0.00

辺乙部川

【141】0.12
【142】0.02
【143】0.02

サンル十二線川

【108】0.73
【109】0.33
【110】0.43
【111】0.08

幌内越沢川

【114】0.58

ペンケニウプ川

【78】0.03
【79】0.00
【80】0.00

美深パンケ川

【72】0.23
【73】0.24
【74】0.02

智恵文川

【81】0.78
【82】0.88 
【83】0.00

犬牛別川

【136】0.22
【137】0.05

新タヨロマ川

【132】0.82
【133】0.08

刈分川

【138】0.10
【139】0.05
【140】0.00

西内大部川

【144】0.40
【145】0.51
【146】0.00
【147】0.00

ペンケヌカナンプ川

【148】0.01
【149】0.00
【150】0.14
【151】0.00

風連別川

【130】0.28
【131】0.05

シカリベツ川

【126】0.01
【127】0.13
【128】0.36
【129】0.00

名寄川

【84】0.00
【85】0.00
【86】0.00
【87】0.00

下川ペンケ川

【115】0.11
【116】0.28
【117】0.31
【118】0.29
【119】0.23
【120】0.05
【121】0.00

サンル川

【95】0.19
【96】0.18 
【97】0.21
【98】0.49
【99】0.33
【100】0.20
【101】0.20
【102】0.12
【103】0.30

モサンル川

【122】0.02
【123】0.18
【124】0.10
【125】0.00

A

A’

五号沢川

【112】0.66
【113】0.26

ウルベシ川

【75】0.14
【76】0.32
【77】0.29
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●調査年月：H19年6月 ●調査箇所：43河川 154箇所

天塩川流域におけるサクラマス幼魚の生息密度③-1

パンケナイ川

【37】0.01
【38】0.02
【39】0.04
【40】0.10

問寒別川

【20】0.59
【21】1.49
【22】1.31
【23】0.83

ヌカナン川

【24】0.04
【25】0.24
【26】0.20

オグルマナイ川

【70】0.04
【71】0.19

志文内川

【48】0.32
【49】0.27
【50】1.08
【51】0.51

6464
6565
6666

6767

6868
6969

7070

7171
5555

5656

575758585959

4848

4949

5050

5151

4141 4242

4343

5252
5353 5454

4444
4545
46464747

3434
3535
3636

1717
1818
1919

1414

1515

1616

11

22

33

2424

25252626

1111

1212

1313

3030

3131
32323333

77

88

99

1010

44

55
66

2020

2121

2222

2323

2727

2828
2929

3737

3838

393940
40

606061
616262

6363

※値は生息密度 単位：尾／m2

13

凡 例

その他の河川 産卵可能域

代表河川 産卵可能域

サロベツ川

【4】0.16
【5】0.17
【6】0.42

下エベコロベツ川

【7】0.09
【8】0.14
【9】0.01
【10】0.03

ケナシポロ川

【30】0.10
【31】0.12
【32】0.28
【33】0.36

パンケオートマップ川

【11】0.12
【12】0.40
【13】0.32

ロクシナイ川

【1】0.01
【2】0.01
【3】0.03

東雄信内川

【17】0.01
【18】0.02
【19】0.05

ヌプカナイ川

【27】0.07
【28】0.02
【29】0.05

コクネップ川

【34】0.00
【35】0.01
【36】0.00

雄信内川

【14】0.20
【15】0.06
【16】0.23

物満内川

【55】0.08
【56】0.10
【57】0.17
【58】0.00
【59】0.00

音威子府川

【60】0.13
【61】0.31
【62】0.62
【63】0.90

ルベシベ川

【44】0.21
【45】0.27
【46】0.00
【47】0.00

A

A’

ペンケサックル川

【64】0.10
【65】0.05
【66】0.00
【67】0.00
【68】0.00
【69】0.00

安平志内川

【41】0.30
【42】1.13
【43】0.65

ワッカウエンベツ川

【52】0.00
【53】0.07
【54】0.02



辺乙部川

【141】0.13
【142】0.01
【143】0.01

14 14

●調査年月：H19年6月 ●調査箇所：43河川 154箇所

天塩川流域におけるサクラマス幼魚の生息密度③-2

9494

136136

137137

凡 例

その他の河川 産卵可能域

代表河川 産卵可能域

※値は生息密度 単位：尾／m2

8080

7474

7272

7575

7676 7777

8282

8181
7878

7373

7979

129129

128128 127127

125125 126126
8686

8787

115115116116
117117
118118 119119

121121

133133

147147

132132

146146

145145

144144

140140
139139

138138

141141

143143

142142

134134
135135

148148
150150

149149

151151

8484

8585

123123

122122

9090
8989

8888

9191
9292 9393

120120

124124

130130

131131

9595

9696

9797

9898

9999
100100

101101

102102

103103

104104
105105
106106107107

108108
109109

110110
111111

112112

113113

114114

14

新タヨロマ川

【132】0.38
【133】0.08

シカリベツ川

【126】0.01
【127】0.06
【128】0.13
【129】0.00

名寄川

【84】0.01
【85】0.00
【86】0.00
【87】0.00

下川ペンケ川

【115】0.02
【116】0.07
【117】0.10
【118】0.07
【119】0.05
【120】0.09
【121】0.00

サンル川

【95】 0.05
【96】 0.13
【97】 0.09
【98】 0.05
【99】 0.21
【100】0.08
【101】0.07
【102】0.08
【103】0.04

モサンル川

【122】0.01
【123】0.22
【124】0.20
【125】0.00

松ノ川

【88】0.20
【89】0.74
【90】0.00

下川パンケ川

【91】0.11
【92】0.00
【93】0.01
【93-1】0.00
【94】0.00

風連別川

【130】0.22
【131】0.26

ペンケヌカナンプ川

【148】0.00
【149】0.07
【150】0.01
【150-1】0.02
【151】0.00

西内大部川

【144】1.30
【145】0.46
【146】0.00
【147】0.00

辺乙部川

【141】0.13
【142】0.01
【143】0.01

犬牛別川

【136】0.09
【137】0.01

剣淵川

【134】0.26
【135】0.01

刈分川

【138】0.26
【139】0.00
【140】0.00

智恵文川

【81】0.63
【82】0.34
【82-1】0.32
【83】0.11

美深パンケ川

【72】0.05
【73】0.10
【74】0.02

ペンケニウプ川

【78】0.03
【79】0.00
【80】0.01

幌内越沢川

【114】0.83

サンル十二線川

【108】0.30
【109】0.30
【110】0.40
【111】0.06

一の沢川

【104】0.24
【105】0.09
【106】0.05
【107】0.44

8383
8282--11

9393--11

151151--11

A

A’

ウルベシ川

【75】0.50
【76】0.82
【77】0.89

五号沢川

【112】0.55
【113】0.12



ダム湖
（常時満水位）

15

● サンル川流域では下図の調査範囲においてもサクラマスの産卵床が広い範囲で確認されています。

● 貯水池となる箇所以外にも多くの産卵床が確認されていることから、ダム地点において遡上・降下の
機能を確保することによりサクラマスの生息環境への影響を最小限に抑えるよう取り組むこととしてい
ます。

幌
内
越
沢
川

五
号
沢
川

鉱
山
沢
川

一
の
沢
川

サ
ン
ル

線
川

12

調査範囲（H１２）

調査範囲（H１３～H１６）

調査範囲（H１６）

平成１２年度

平成１３年度

平成１４年度

平成１５年度

平成１６年度

凡　　例

サンル川流域のサクラマス産卵床の分布サンル川流域のサクラマス産卵床の分布

15

15



16

● サンル川流域では下図の調査範囲においてもサクラマスの産卵床が広い範囲で確認されています。

● 貯水池となる箇所以外にも多くの産卵床が確認されていることから、ダム地点において遡上・降下の
機能を確保することによりサクラマスの生息環境への影響を最小限に抑えるよう取り組むこととしてい
ます。

サンル川流域のサクラマス産卵床の分布サンル川流域のサクラマス産卵床の分布

一
の
沢
川

サ
ン
ル
十
二
線
川

鉱
山
沢
川

五
号
沢
川

幌
内
越
沢
川

サンル川

ポ
ン
ポ
ロ
ナ
イ
越
沢
川

六
号
沢
川

七
号
沢
川

調 査 範 囲

産 卵 床 確 認 箇 所

サ ン ル ダ ム 予 定 地

常 時 満 水 位

凡 例

代表する調査区間におけるサクラマス産卵床確認位置図平成17年

16

16



● 平成18年調査において常時満水位予定域に４５箇所の産卵床を確認。

調 査 範 囲

産 卵 床 確 認 箇 所

サ ン ル ダ ム 予 定 地

常 時 満 水 位

凡 例

代表する調査区間におけるサクラマス産卵床確認位置図平成18年

サンル川

幌
内
越
沢
川

鉱
山
沢
川サ

ン
ル
十
二
線
川

一
の
沢
川

五
号
沢
川

調

査

範

囲

調 査 範 囲

産 卵 床 確 認 箇 所

サンルダム予定地

常 時 満 水 位

凡　　　　　例

17 17
サンル川流域のサクラマス産卵床の分布②

17



18 18
サンル川流域のサクラマス産卵床の分布③

18

（※平成18年度調査と同じ範囲内では39箇所）
● 平成19年調査において常時満水位予定域に78箇所の産卵床を確認。

※

 

Ｎ

Ｓ
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幌
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栗
の
沢
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左
の
沢
川七

号
沢
川

六
号
沢
川

四線沢川

七線左の沢川
四線の沢川

七線の沢川

十三線沢川

五号右の沢川

調 査 範 囲

産 卵 床 確 認 箇 所

サ ン ル ダ ム 予 定 地

常 時 満 水 位

凡 例

代表する調査区間におけるサクラマス産卵床確認位置図 
平成19年 
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H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18

サンル川におけるサクラマス親魚の推定遡上

H12～H19調査サクラマス幼魚生息密度から前年に遡上した

サクラマス親魚を推定

サンル川とその主な支川

「尾」

1919
サンル川におけるサクラマス親魚の推定遡上数サンル川におけるサクラマス親魚の推定遡上数

19

 

● 生息密度調査地点

※1 H12～H19調査サクラマス幼魚生息密度から前年に遡上した

サクラマス親魚を推定

※2 平成18年及び19年の生息密度は、18年5月の低気圧と融雪

による大きな出水と、18年10月の低気圧の大きな出水の影響

を受けて低い生息密度を示したと考えられることから、17年及び

18年の親魚の推定遡上数は、少なく推定されていると考えられる。



20

20 20サンルダムのサンルダムの概要概要

サンルダムは、以下の機能を有する多目的ダムである。

●洪水調節

サンルダムの建設される地点における計画高水流量700m3/sのうち
610m3/sの洪水調節を行う。
●流水の正常な機能の維持

下流の河川環境の保全や既得用水の補給等流水の正常な機能の維
持と増進を図る。
●水道

名寄市の水道用水として、名寄市真勲別地点において新たに最大
1,510ｍ3/日、下川町の水道用水として、下川町北町地点において
新たに最大130ｍ3/日の取水を可能とする。
●発電
北海水力発電株式会社が、サンルダムの建設に伴って新設する
サンル発電所において最大出力1,000kwの発電を行う。

【諸元】

完成予想図

貯水池容量配分図



2121 サンルダムの魚類対策の考え方サンルダムの魚類対策の考え方

● . 遡上対策
ダム堤体による河川の分断に対する遡上対策として、魚道を設置
する。

● . 降下対策
ダム堤体の河川分断及びダム湖出現による降下の影響に対して
は、必要な対策を実施する。

● . 生息場対策
ダム湖によって一部消失する生息場環境については、必要な対策
を実施する。

● . モニタリング
各対策実施後にモニタリング調査を実施し、魚類対策の保全効果
を検証・評価する。

21



・ 発電放流口

・ 遡上用魚道入口
・ 階段式魚道

・ 中間プール

発電放流口

遡上用魚道入口
階段式魚道

中間プール

サクラマスの保全対策

●サンルダムによるサクラマスの生息環境への影響を最小限に抑えるよう取り組むこととしています。

22

22

22

常用洪水吐

プール

保全対策のイメージ

保全対策のイメージ



23

● ダム湖水路（誘導フェンス方式）
右岸側に誘導フェンス等を設置して縦断的に仕切ることにより、ダム堤体常用洪水吐き
まで誘導する方式

サクラマスの保全対策サクラマスの保全対策②②

流木止め

ガイドスクリーン

（フロート）

常用洪水吐

貯水池縦断スクリーン

（フロート）

流
木

カーテンスクーン
貯水池スクリーン断面図

対 策 イ メ ー ジ 図

23

23



24

● ダム湖水路（バイパス方式）

ダム湖上流でスモルトを集魚し、湖岸沿いに設置した開水路や管路により、ダム堤体下流
まで誘導する方式

サクラマスの保全対策サクラマスの保全対策③③

取水口

堤体内放流管
路

湖岸水路
( 管 路 )

湖岸水路
(開水路)

導水路余水吐

流木止
め

流
木

湖岸水路断面図(開水路)湖岸水路断面図(管路)

湖岸水路縦断図

対 策 イ メ ー ジ 図

24

24



25 25

● スモルト捕獲運搬方式

捕獲運搬方式は、スモルトを直接捕獲し運搬する方式

サクラマスの保全対策④

常用洪水吐
で放流

バージによる輸送

流木止め

トラックによる輸送

捕獲

スモルト捕獲施設

アメリカコロンビア川の事例

対 策 イ メ ー ジ 図

25



26 26

● 暫定水位運用について
恒久的対策の効果を把握・検証する間の措置として、スモルト降下期の貯水位を
低下させる運用（暫定水位運用）を行う。

サクラマスの保全対策⑤

なお、このような水位運用を行っている間は、利水者の協力を得る必要がある。

施設として可能な限り水位を低下させた場合

0.8km

0.2km

0.6km

3.0km

0.7km
4.5km

最低水位程度まで低下させた場合

常時満水位程度の場合

26



2727 暫定水位運用のイメージ

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

常時満水位

最低水位

降下対策期間
凡 例

貯水位

暫定水位運用のイメージ

27
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（1）

※1 落差が小さく水叩き水深がほとんどない場合、増水時に遡上可能となる。
※2 増水時はこの関係によらず、遡上可能となることがある。

調査対象：流路延長3.5㎞を超える 418河川

上流端の検討

●現地調査と既存資料による確認

※現地調査により、遡上困難と判断された箇所
の上流域において、既存資料等により、サクラマ
ス幼魚（ヤマメ）の生息が確認されている場合、
上流域も産卵可能域とする。

産卵可能域の決定

現地調査における河川横断工作物等
の遡上環境の評価：
・水面落差と水叩部水深（下図）

・構造上の遡上障害の有無

・魚道の有無、状況

下流端の検討
●流域が広大なため、航空写真や地図等から３９ブロックに区分。

●航空写真や地図等から各ブロックの代表河川を設定。
●代表河川について産卵床適地下流端を現地調査及び過去の調査、
既存資料で把握。

●同一ブロックに属する河川の下流端は、代表河川と同様の標高

とした。なお、これより下流に遡上障害がある河川については、
産卵可能域はないものとした。

※あわせて代表河川等の産卵可能域の下流端でサクラマス幼魚
（ヤマメ）の生息状況を確認。

河床状況調査

流速計測

産卵床適地基準：

・河床は5～25㎜の礫分が主体で流水が浸透可能
・水深0.5ｍ以浅、低層流速0.6m/s以下
・隠れ場がある
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水叩水深(m)

サクラマス親魚が遡上可能な河川横断工作
物等の落差と水叩部水深の関係

天塩川サクラマス産卵可能域の調査方法①天塩川サクラマス産卵可能域の調査方法①

（1）

（1）



遡上可能

代表河川の下流端
と同一標高地点

遡上可能

遡上困難同一ブロック

遡上困難

現地調査等により下流端を決定

代表河川 産卵可能域

その他の河川 産卵可能域

河川横断工作物等

天塩川サクラマス産卵可能域の調査方法②天塩川サクラマス産卵可能域の調査方法②

（2）

（2） （2）



サクラマス幼魚（ヤマメ）の生息密度調査サクラマス幼魚（ヤマメ）の生息密度調査

● 一連の瀬と淵を含めた区間を設定し、投網等を用いてサクラマス幼魚を採捕し、採捕数
を採捕範囲の水面積で除して求める。

② 採捕範囲にてサクラマス幼魚を採捕

投網による採捕 電気ショッカーによる採捕 採捕された魚類

① 採捕範囲を設定し採捕水面積を算出

③ 生息密度を算出

（
一
連
の
瀬
と
淵
を
含
め
た
区
間
）

採
補
範
囲

水面積A(m2)水面積A(m2)

採補数Ｗ（尾）

水面積Ａ（ｍ2）
生息密度 ＝

採補数N（尾）

水面積Ａ（ｍ2）
生息密度 ＝

（3）

（3） （3）



● 調査は専門機関が専門家の指導を受けながら実施。

● 調査は９月中旬と１０月上旬の２回を基本として実施。

● 河川踏査により産卵床を目視（必要に応じて箱メガネを使用）確認し、確認
した産卵床については全箇所の位置を記録し写真撮影。

産卵床に気をつけながら河川内を歩いて調査 必要に応じ箱メガネを使用

サクラマス産卵床調査サクラマス産卵床調査 ①①

（4）

（4）（4）



● 産卵床に似ている自然の凹凸に注意して調査。

２回目調査

１回目に確認された産卵床箇所の
上流側に新たな産卵床を確認

１回目調査

産卵床を１箇所確認

流向

ﾋﾟｯﾄﾋﾟｯﾄ ：： AA

ﾏｳﾝﾄﾞﾏｳﾝﾄﾞ ：： AA

● １回目に確認した産卵床については、２回目に重複しないよう近くの樹木
にリボンテープを設置。

● サクラマスが掘りかけたにもかかわらず産卵していない箇所があるため、
注意深く調査。

サクラマス産卵床調査 ②

※ マウンド ： 産卵あとに埋め戻された部分
ピット ： 埋め戻しのために掘られた上流側のくぼみ

流向流向
ﾏｳﾝﾄﾞﾏｳﾝﾄﾞ ：： BB

ﾋﾟｯﾄﾋﾟｯﾄ ：： AA

ﾏｳﾝﾄﾞﾏｳﾝﾄﾞ ：： CC

ﾋﾟｯﾄﾋﾟｯﾄ ：： B , CB , C ﾏｳﾝﾄﾞﾏｳﾝﾄﾞ ：： AA

（5）
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